
基本目標１
自然とのふれあいを通じた生物多様性の重要性の

市民への浸透

基本目標２
地球規模の視野を持って行動できるような高い

市民環境力の醸成

基本目標３
自然環境の適切な保全による、森・里・川・海などが

もつ多様な機能の発揮

基本目標４
人と自然の関係を見直し、自然から多くの恵みを

感受できる状態の維持

基本目標５
自然環境調査を通じて情報を収集、整理、蓄積し、

保全対策などでの活用

本戦略で取り組む主な施策

カブトガニ産卵観察 豊前海一粒かきのかき焼き祭り

こどもエコクラブ 環境体験科の取り組み 曽根干潟 平尾台

鳥がさえずる緑の回廊の植樹親水性の高い河川整備 響灘ビオトープのベッコウトンボ ベッコウトンボ頭数調査

ぼくたちにもできることが
たくさんあるね。

いろんな取り組みが
あるんだね。

自然とのふれあいを通じて、生物多様性によっても
たらされる恩恵の重要性への理解を広めていきま
す。

都市と自然とが共生するまちをめざし、自然環境に
配慮した開発・整備などのまちづくりに取り組みま
す。

環境保全対策等に活用するため、生き物調査を行う
など、自然環境に関わる情報を収集し、その把握に努
めます。

環境学習などにより、自然環境に対する広い視野を
もって行動できる人づくりに取り組みます。

森・里・川・海などから多様な恩恵が受けられるよう
自然環境保全に取り組む市民や団体の活動支援など
に取り組みます。


